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序 説

東北地方特に青森県は、南九州 に次いで部分林の最 も多い地方である。 それが藩政

時代の林 野の制度や慣行に根ざした事実で ある ことは否定出来 ない。

青森県はその藩政時代の領分関係に於て、略 こ十和田湖の線で東西 に両分 され てい

た。 下北半島を持つ東半は南部藩(盛 岡藩)に 属 し、津軽半島を擁する西半が津軽藩

(弘前藩)で あつた。寒冷に して山が ちの辺境 に位置 した両藩が営農条件 に も恵まれ

ず、林産 方面に殖産興業の意 を致 したことは察するに難 くないが、両者の林政上の制

度や採つた施策は相当異るものが あつた。

こゝに採上 げた部分林 関係についても然 りで ある。明治林業史要 は、1)藩政時代 に

於ける部分林で維新後部分林 となつた もの として、南部藩 には「取分林」を挙げている

が 、津軽藩には挙 げていない。 然 るに続いて、「収益分収 の慣行無かつ た山林 に対 し



て維新後部分林 の取扱を為 した もの」として、南部藩では 「未定 山」、津軽藩 では 「試

植林」とい うのを出 しているが、両者 の内容は後述する如 く夫 々異つてあ り、又 旧慣
●

のなす処いろいろ込み入つた性質の ものである。

こゝで両藩部分林 の比較 を試みるに当つて、南部藩では取分林 を中心にして行 く事

に異論は無いが、津軽藩ではそれに対抗 し得 る制度を指摘出来ないのである。併し東

北諸藩には南部藩は申すに及ぱず、秋田で も仙台で も、庄内、会津、相馬等殆 ど例外無

く存 じた(南 九州諸藩で も然 り)部 分林的関係が、全然無かつた とは考 えられ ない。

それ は察す るに類似の諸制度の規模の小さい ものが幾つ かあつ て、それ らの機能で造

林への藩 の意図が一応果 され ていた為 、一 の顕著 な制度に集約 されて発達 しなかつた

のではあるまいか。 それ らの諸制度の中こゝ では 「仕立見継山」と「漆仕立山」との

二つを中心 に して、南部藩の取分林 と比較論述 してい きたい と思 う。

前者は収穫 分収 とい う事実の伴 わなかつたことか ら して 部分林 関係 とは 言 えない

が、その他の点で部分林 に類似 している事(従 つて一種の部分林 とする説 さえある2))、

当時相当汎行 されていた事、それ と共 に明治から今に至つている所謂「官地民木林」の

`重要部分 を占める ものとして
、国有林地元施策上に大 きな 問題 を残 して来 ている事 、

などを理由 とする。後者の漆仕立山は分収 を伴 つた点では明かに部分林であるが、樹

種が漆のみであるから一般的ではない 。 尚 類似諸制度 と言つたのは 「試仕立 山」や

「建 山(立 山、舘山)」な どもあるか らであつて、これ らにつ いても当然後節 に於て触れ

る機会 を持 ちたいと思 う。

1)松 波秀実 明治林業史要 大正7年272-274頁

2)大 日本山林会帝国森林会編 林業辞典 昭和8年223頁

ユ.名 称

南部藩では取分林(ト リワケバヤシ)と 称 し 「取分ける」即ち 分収 とい うことを

表示 している。 仙台藩の売分 山や高知藩の植分杉な どと同 じヵテゴリーである。 津

軽藩の仕立見継山(シ タテ ミツギヤマ)は 林 を仕立 て ＼、見継 ぐ即 ち保護管理す るこ

とだけを示す。分収を伴 う漆仕立山(ウルシ シタテヤマ)で も、仕立てることだけで

分収 関係を名に表わ さぬ。幾つ かの藩に見られる植立林な ど＼と同類型に属する。

2.時 期

南部藩では藩 と植付者 との一定割合 による取分け 即 ち 分収の事実が あつた事は元



禄、宝永特に宝永年代 には確かに認 められる処で あるが、制度 としての確立は 正徳2

年12月 と見るべ きで あろ う。 藩の御勘定所か ら御代官 に対する 「諸木植立申渡書」

に明かである3)。一説 には 「旧記に よれば寛政6年 に部分木の制を定め 」た ともある

が4)、これは後述 の如 く取分証文交付を植立後3ケ 年 とした年の誤解 らしい。

津軽藩の仕立見継山は それより 古 く天和中に創まるとい うが5)、漆仕立山は大分後

れ て寛政年代 とされ る6)。尚仕立見継 山と同様の性質を持つた建山は既 に寛永年中か

ら行われた とい う。,

3)日 本林制史資料 南部藩39頁,40頁,63頁

4)青 森営林局資料 国有林野沿革(高 木護明氏手控)の 中 「部分林分収歩合の差別、起源及其の

所在地方」

5)山 林沿革史 巻之二 旧弘前藩

6)文 献4)の 中 「青森県下津軽郡漆仕立山官私区分の一一バ班(明 治14年2月 青森県令稟申、同15年

4月 内務卿指令)」

3.契 機

南部藩では前出 「正徳二年諸木植立 申渡書」によると、年毎に里山を伐尽 し、御城下

か ら遠村まで炭薪が殊の外不 自由になつ たから農業経営 も困難になつて きた。飼草、

燃料、用材が不足 しては衰微 の因になる、とて百姓に植立を勤 め、5分 の取分のことを

示 している。又別 して漆は植立 て ＼おけば百姓共後 々相続の助けにもなるぞ、な どと

言つ ておる

津軽藩では天和の頃は恰 も名君の誉のあつた津軽信政公の治世で、殖産興業殊 に干

拓、治水 なとに力を入れ られ、又屏風 山の植栽が行われた時である。 仕立見継山は信

政公の林政 の一翼を担つた もの と察せ られ、屏風山造成にも大 きな力になつた。漆仕

立山 も殖産興隆の為、藩内に漆樹 の増植 を奨励 しようとして この制度が生れた。

4.土 地

取分林の土地 は大部分 は御山 即 ち 藩の占有地が対象であつ た。併 し藩民の占有地

もあつたであろ う事は想像 される。前出 「申渡書」の一節にこ うい う規定 がある。即

ち草木 の刈取 も出来 澱山畑、明 き山等に用木 を植立 てずに放置する者あれば、その土

地 を没収 し他の百姓にや り、その者に植栽 させ る。そ してた とえ屋敷内で も杉檜漆は

5分5分 であると。個人有地 も対象になつた ことが これで分 る。

又 文化14年6月 の 「御取分杉木数書上之覚」や 享保4年4月 の 「諸山立林 に関す



る被仰出」に見ても、居久根(住 宅の接続地の樹林で 当然私有 と見 られる所)や 山野

(村民が 飼料用の草、茅、薪 などを採取す る場所で、村の 入会地)に も取分の規定が適

用された ことは明かである)。併 しこの件については明治 に入つて次の様 な事があっ

た。 南部藩領の官私未定 山処理にか らみ、青森県は、「私有地 の持主が 植付けて取分

の関係にあつた場合が ある」 と主張 し、時の山林局長は 「該山地果 して人民の私有地

なれば其地 に苗木を栽培 して取分証書の下附を受 くべ き筈無之」と言つてい る8)。取

分證 文の伴わぬ ものは屹度 あつたに違いないか、私有地 に取分木が無かつた とは言い

切れない様である。

仕立見継山は藩有山林の伐採跡地 又は 空地が対象 ごなつて必る。漆仕立山は山野

及び荒地等人民の望 に任 せ割渡 したと文献6)に 記 されている から私 人の占有 には属

しない室地 になされた ものであろ う。 山裾や川縁の緩斜平坦地 の様 な漆の適地が選

定 された。弘前藩は元来林地は殆 どすべて藩有であつたのである。

7)武 田久雄 徳川時代に於ける林野制度の大要(続)山 林彙報 第30巻 第3号52頁

日本林制史資料 南部藩63頁,433頁,71頁

8)文 献4)の 中「壱森県上北、下北、三戸各郡官私未定山処理一班(明治16年起因、同19年指令)」

翫 造 林 者

取分林の植立は大抵は1人 又は数人を以て行つたものY如 く、東北他藩にあつた様

に村中が共 同的に植 えた例は殆 ど見出 し得ない。 更に 明和6年7月 藩は武士名儀の

願出は許可せず 、希望者はすべて百姓名儀で願出ることに定めている。9ウ10)植立 申渡

書に も「御百姓」の文字を用いている 。

又百姓 の中か ら山肝入、山守を命 じ、山奉行の指揮下に山林の取締に任ぜ しめ、山守

が見守(巡 視保護)す べ き山林、即 ち受持区域が定つていたのであるが、その御山守に

対 しても植栽 を励 ます為、自費植栽 を願出る者には分収の制 を認 めていた。

仕立見継 山は山林沿革史では一般的に「人民」となつ ているが 、当時の村、個人共 に

見 られ る。又漆仕立山は個人で あつた と思われる。

9)服 部希信 南部藩の取分林に就て 日本林学会誌 第19巻 第12号

南部藩についてこの論文は好参考となつた0

10)南 部藩林政梗概16頁(小 野武夫 近世地方経済史料 第2巻 所収.)

6.樹 種

取分林の樹種は大部分杉であつた。いわゆる御制木 である 「松、檜、杉、槻 、桂、栗之



類」を 「用木」として 植立てた ものは取分の対 象になつた。雑木の分収 もあつた。漆

も取分木 こして杉檜に次 ぐ重要な地位を占めた。

弘前藩では漆仕立山の樹種が漆であることは勿論であるが、仕立見継 山に於ては杉

第 一、次いで檜 、松であ り、その他栗 など若干 あつ た様である。

尚こゝ に檜 とあるは 当時の青森地方としては ひばであつたと思われるが、ひばの

名は見出 し難い。こゝ にはそのま ＼檜の字 を用いてあく。

7.成 立

取分林 に於ては植 立の希望者 は自ら適地 を見立て ＼山奉行 又は代官の許へ願出で、

許可を得 て自費で植 える。植立完 了すれば願出て検査を乞い、分収の部合を取定 めた

「取立證文 」の交付 を受ける。その證文 には 「年数何程 と御究可被遣事」となつている

(正徳年諸木植立申渡書)が 、実際には定め

られた ものは見当 らない。 この證文 は寛政

6年 以後は 植立後3ケ 年 になつて始めて交

付 した。 この種の證文 は九州諸藩では必ず

しも珍 しくないが、東北の秋田、仙台等大 き

な藩の部分林では与 えていない。取分證文

の書式は必ず しも一定 していないが、一例

を右 に示す11)。御勘定 所か ら現地の奉行 や

代官宛の形になつている。又天保6年 の杉

百本 、栗2千 本 の植立證文 を見る と、その本

文 の中は こんな文言になつている 「右は毛

馬内通御代官所御境附松山村六助、同村大

手御山へ三分七分御取分植立仕度 旨、先達

而中上置候処 、植 立相済各吟味申上候二付 、

願之通七分ノ・可被下置候条、成木之後入用

之節可願出候 、不依何儀差支之筋於有之は

證文可取上也」即 ち成木後は入用の節願出

れば7分 は植立 主に貰 えるのであるが、何か
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差支 えが起つた時は一方的に證文 を取上げる旨が明記されている 。(南 部藩472頁 、

日本林制史資料の藩名 と頁 を示す。以下同断)

次 に取分植立木 は根付 きに成つた ら御山奉行が見分の上木数書上帳 を作 り、それを

勘定所の惣御山帳へ登録(帳 入)さ れるのである。尚木数 の外 目通尺廻 も書上げた恥。

(南部藩630頁 、433頁 、485頁)

南部 藩における 部分林 関係の成立は藩の勧奨はあつた としても、百姓や山守の自発

的意思に よるを原則 としたので あるが、藩の思惑 通 りには 進展しな かつたもの と見

える。 即 ち文政3年 に 「先頃2分8分 取分杉の沙汰をしてか らも一向植立を申出ぬ

地方があるが、土地不相応 の所 はとも角、一同心がけ杉、漆、桑、楮を精 を出 して植 える

様 、村高に応 じて百姓を誘導督励せ よ」と、代官か ら肝入等に対 して達 を出 している。

(南部藩447頁)

仕立 見継 山 も人民の請願 に基いた もので、前記の土地に 藩庁の許 可を得て 自費植

栽 、或は天然木養成をする。

成功検査を受けて始 めて仕立

見継 山たるの證文 を下附 され

るが、藩庁が過度 と認めれば

出願本数 を減ぜ しめること も

あつた とい う。見継 山證文 は

ここに示す通 りである。(弘前

藩494頁)文 中、出情は出精 、

制道は取締の意である。尚こ

の讃文には記 してい ないが、

見継 山の箇所 、反別、木種等は

別に台帳 に掲載する ものであ

る◎

漆仕立山に於ては前出文献

6)に よると、人民の望に任せ

て前記の土地を割渡 して漆木

を自費栽培 させた。 その地盤
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につ いては藩庁に「割渡帳簿」が作成され てあり、漆木については仕付人に、「永久安堵

の為下与候」旨の證文 が渡 された。(水 漆の収 入は分収で あるが)又 これ を意味すると

思われ るが文献13)は 仕立見継山等 と同様漆山証文が下付 された と記 している。その

実例にはまだ接 していない。

11)南 部藩98頁

12)山 林沿革史 巻之二 旧盛岡藩

13)屏 風 山沿革参考資料、青森営林局計画部 昭和14年3月

8.保 護 管 理

取分林の保護管理 は直接には植立者 が やると同時に又他の山林 と 同様 に百姓の中

か ら選ばれた山守が行つたが、惣百姓 も亦大いに保護の責に任 じた。格別植立に精励

した者にはその木数に より別段の御褒美が出る ことになつていた14)。

又自分の所有地内の場合は地木売買(と いつ ても現今 の林地林木所有権の全部では

ない訳で あるが)な ることも行 われ、取分證文 を添附 して他人に移転することもあつ

た様 である。

仕立見継 山の保護管理の責は勿論仕立人にあるが、樹木は藩 と民 との共有的関係 と

見 られていた と思われる。売買は自由に行わ しめなかつ たが、「其培養周到蕃茂殊絶

ナル モ ノハ地木 ノ保護者二無代価 ニテ下与シ抱山15)タ ラシムノンモ ノア リ」とある16)。

漆仕立 山に も褒賞があつた点前二者 と同様であつた。 即 ち 仕立人の努力で立派 な

育成の見込が立てぱ、その功労軽重 により仕立人持 高の内幾分を免租 し、或 は 苗字帯

刀を許す等特殊の恩典 を与えた。

14)高 木護明 旧藩林政古考雑姐 旧南部藩山林制度 肴森林友 第144暑

15)抱 山 とは個人又は村が藩山の無立木地に杉檜其他の樹種を植栽 し成林の上抱山證文 を下附せ

られ るもので、土地立木共その個人叉は村の所有に帰す る。300坪 に付銀1分 の割合で役銭 と

称す る税 を納める。

16)山 林沿革史 巻之二 旧弘前藩

9.分 収 部 合

取分林の分収部合は、正徳2年12月 の被仰出では千本植立てた百姓に五百本 即 ち

5分5分 であつた が、それではまだ出願者 も少いという ことで享保4年4月 の被仰出

に斯 う言つている 。 従来杉檜等植立 てた者 には願に より5分5分 又は4分6分 の御

取分を仰付けられていたが、今後は植立てたな ら2分 通は 御用木になされ、8分通は

植立者 に下 し置かれる。(南 部藩63頁 、73頁)こ れが尾 をひい てい て青森県下には



明治以降 において も2官8民 が多い ので ある。

以上が 大体原則 であつたが、事実は場合 に より極めて区 々であつた。 寛政6年11

月の被仰出には 、苗木 を藩か ら下付された場合は6分 の御取上であ り、御山守の植栽

に対する分収 には 杉 、檜、栗は6官4民 、松雑木 は7官3民 の割合 を適用する。但 し、

場所を指定 して御山守の自費植栽には5官5民 、杉檜栗 の苗木を藩か ら下付 された時

は6官4民 を許 された。(南 部藩304頁)正 徳2年 で も御百姓持地の内或は屋敷 の内

に前か らあつた漆は、水漆7分3分 のお定 、その時か ら植 えた ものは5分5分 で水漆

実共下 さるとい うことになつていた。 尚 元禄頃 には3官6民 で分 けた という 記録 も

見 られる。(南 部藩34頁 、35頁)

仕立 見継 山には 肝腎 の分収 は無かつ た訳である。 漆仕立山では2官8民 の仕来 り

であつ た。

10.分 収 方 法

前記 の如 く伐採までの年数は定 められていない 取分林 では、多 くの記録は一般 に

「用木」となつた時「成木」の上 とい うことになつ ている。即 ち使用に堪え る時、いわば

工芸的伐期 に当 る訳だが、該地方の生長量や木材の使用慣行か ら見て少 くとも50～

60年 以上であつた様で ある。

分収は生産物た る木材 による、いわゆる現物分収 であつた。それ も本数に より官の

分だけ現木を伐残 してお くのが常であつた。 雑木は 場所即ち面積で分 けた。植立主

に下付 された分は 自家用 又は 販売用何れ にも向け られた。植立主の必要 に よめ御用

木の部分 を代銭を以て 代納の上収取 させた場合がある。即ち 相当の木代価 を申立て

させ 、その部 合に当る金額を貢納す るとい う方法である。或は二官三官に当る分を現

木で伐採 して道路橋梁等の修繕用に供 された こともあるとい う17)。

仕立見継 山では嘉永5年11月 山方吟味役 同取締役 の覚書 にみても、家屋用材、土工

用材の伐採 、製炭や村民の生計維持の為の伐木 、凶荒の際救助の為の伐木等は、願の上

許可を得 て為す ことを得た。前掲斉藤甚助宛見継 山讃文に よつて も、仕立見継 山が生

育 して仕立人難 義の節は願の上伐採が許可 された。その場合杣役銭(即 ちここでは木

代金 と見 らる)は 免除され無償で あつたng)。

堤防橋梁その他の為適宜 、藩用 として伐採する時はその分 に対する代金 を下附す る



とい う様 なこともない。

さて伐採木はすべて藩庁の鎚 印を押捺 した後で なければ使用 又は 販売 させぬ。み

だ うに伐採 して禿山にして しまつた時は、直 ちに證文 を取上げ、該違反者 には再び 栽'

植を許 さないのである。

漆仕立山では成木 の後4～5年 を隔て ＼水漆 を掻 き取り 、之 を官納する。藩庁は売

却代価 の2分 を引去 つて仕付人に渡すのである。い わば代金分収の様で もあるが、こ

れを厳密には部分林 とはい え膿か も知れない。 即ち 漆木 は一旦私 有に下与 されてい

るのであるか ら、藩はその生産物 を買上げる。その際 、税金か手数料 として2分 に当る

額を引去つて渡す、とい う解釈が出来 るからである。

17)前 掲 官私未定山処理一班

18)武 田久雄 前掲

抱山では杣役のみならず製炭の釜役 さえも免除であつたと記される。抱山を現代の意味の私

有林 と考えると免除 とい うのも妙なものであるが.又 こ玉に木代金とした役銭 も代金なりや

税なりや、必ず しも明瞭でないことが少 くないのである。たゴ御本山やその内なる見継山に

杣役上納 とあつて仕立見継山や抱山に無いから木代金の性質 と認めた。

11.跡 地

取分林 の伐木跡地は「植継」する ことになつ ていた。

仕立見継山は樹木伐尽の際はその土地を引上げその名称 を廃 し、元帳削除、證文は

引上げるのが成規であつた。併 し代木植栽 なる制度 も亦あつて 、天保7年 以後山方格

帳に よれば抱山、仕立見継 山に於て杉、檜1本 伐取 る時は代木 として 杉10本 、松は1

本につ き5本 を植栽せ しめ、又雑木 で も過分に伐取 る時は代bと して杉5本 を植栽せ

しめ、根付いた 上で山役人の見分を受けることになつていた。

漆仕立山については審かにしない。

12.部 分 林 以 外 の 造 林 活 動

南部藩に於ける人工造林活動は 部分植栽 即ち 取分林の外に献植 、代木植栽 ・過料

植立の制度のあつた事が 認め られるが、藩の直営造林 は 見当 らぬ様である。 そ して

何 といつ ても今まで述べて きた部分植栽が 最 も有力な人工造林方法であつたと考え

られる。.

献植 は当藩では 「忠信植立」の名で知 られてい る。山林雑記上の内文政5年5月 の

覚書に よれば 、小川清六 なる者が杉一万本 の御忠信植立の進捗状況を代官に報告 し、

代官は又それ を吟味 して相違無 き旨御勘定所に報告 している(南 部藩454頁)。 その



他い くつかの例に接す ることが出来 る。又御忠信植立 と同様 の意味で 「冥加」の為の

植立及 「寸志」の為の植立 などあつた。献植 に対 しては相応の賞与が与 えられていた

様で φる。

藩有である御山で も家屋用材等の伐 出が許可されたのであるが、その場合代木植栽

については必ず励行 せしめ られた。又 藩は 杉 、檜 、栗の苗木は自 ら養成 して下付又は

払下をしている。寛政6年11月 の被仰出には「檜 、杉、栗苗被下置植立候はY')六 分御

取上四分可被下置候」とある。山野や居久根等の造林 も積極的に奨励され、部分木 の

扱 いをした事は前述 した。

又 「立林」即ち天然生 の稚樹 の撫育 も大いに行 われた処 である。御山における 小松

の保護野火防止を命 じた実例などもある。 この立林は御山守や 百姓 を督励 してや ら

せ、その代 りに伐採 の際はその立木の十分之一を彼等に下付 し、御山を繁茂 させる と

い う方法を とつた 。

弘前藩では藩林を御本 山と称するが、こゝで も天然生の樹木の見継即 ち看守保護は

留意された。叉村民中から命ぜ られた見継役は藩の「諸木仕立方御元入金」即ち 造林

費の内か ら御酒代なる手当を給 されて御本山の杉 の植栽保護手入の任 に当つた ので、

こゝでは藩費 に よる造林 があつた 乙と知 られ る。こゝ で も 「冥加の為植付差上」即 ち

献植はあつた。代木植栽 は前述見継 山に行われた。

仕立見継 山の外抱山、田山、野山等に も、その折 々の造林施策は見 られる処である。

そして中には部分林的 な分収 を結果する次の如 き制度 も無 かつたではない。19)

宝永4年 の藩の日記 に よれば、野山の植林奨励 の為 に郡奉行 の申立 を採用 し、野山

にして 田畑にな らず 且牛馬飼料に 差障 りなき個所 に自分の入費 を以 て松、杉其他諸

木 を植栽 した時は、その 内3分 の2を 御用木 とし3分 の1を 植栽者に 下与す る制を

設 けた。

又享保11年 の藩の 日記 によれば国吉村次郎右衛門なる者か ら野 山の内へ自分入費

を以 て10ケ 年 間に雑木 の造林をな し、10ケ 年 目に見分を受け半分は御留山 とし半分

を自分の抱山に下与せ られたいと願出て許可 された・

無立木地 である野山は、藩で も造林 を督励 したのであるが、人工植栽 に よつた場合

は抱山 として土地立木を所有 者に附与 した し、天然更新 に よつた ものは「見継山」とし

て所有権は与えず、官地官木の姿のま ＼雑木 のみ願 によ り伐採を許 した。そ して人工



植栽 をして も抱山にな し難い様 な事情がある場合 これを 仕立 見継山 とし官地民木林

となすに止 めたので ある。20)見継山はその名称が仕立見継 山と紛 らわ しvけ れども、

元来藩有伐採跡地に於て 植立を伴 うことな く単 に天然生稚樹の見継 即ち保護看守に

止まる ものである。

こゝに述べ ておかねば ならぬ ものに 「試 仕立山」とい うのがある。山林沿革史巻之

二、青森県旧弘前藩の部の中に次の様に記載 される。 「試仕立 山 ト称 スノレアリ人民官

地 ヲ借 テ栽植養護 シ成木 ノ後官之 ヲ検査 シ初 テ部分 ノ約 ヲ為 シ 木種木数 反別植付者

ノ姓名 及 分配 ノ額 ヲ記 シタノレ券状 ヲ付与 シ之 ヲ官簿 二掲ケ両後洗伐木及枯損木皆前

約 二依 リ分配ス其法概 ネ二官八民 ヨリ五官五民二至ノンヲ例 トス」 とある。 これな ら

ば明かに典型的な部分林で ある。併 し この記載の拠つて出た処が不明であ り、他の文

献 に発見出来 なv。 唯、青森県下官林引継 目録 中抜葦(年 月不明なる も旧藩事務係大

導寺繁禎 より中津軽郡 長代理、郡書記伊東正良に答 へたる書面中の一節)の 中に「旧藩

制抱山、仕立見継 山、試植 トモ樹木伐尽之際ハ地所引上其名称 ヲ廃 シ元帳 ヲ削除 シ証

文引揚之成規ナ リ、然ル ニ・・…・」として、天保、天明の凶荒の際私木伐尽 した山が多か

つたので成規に因つて元帳 を削除 し証文 を引揚げ ようとして村方へ達 したが、証文 を

惜んだ故か、結局未提出に終つ てし懐つた ものがあることを述べ ている。 この文中の

試植が 試仕立に当 りそ うに も思われ るが、抱山や 仕立見継 山の証文は 確認 され ても

試植 の証文は未だ見当 らない。試仕立 とは 試 み仕立で あろうか ら、結 局 次節で当然

言及する筈の「試植林」の前身 であろうと解 し、その分収 の有無 などは 更に別の文献 の

出現に待 ちたい と思 う。

尚弘前藩には部分林 に似た名称で「御利分山」なる ものが あるが、部分林 とは似面非

なる ものである。御本山に於て民 間の者が用材薪材の伐出を願出 る時は、詮議 の上之

を許可 し、杣役 を徴収 するのであるが、御利分山とい う場合には杣役 の外に尚御礼銭

なるものを徴収 したのである。(弘 前藩323頁)運 上山 という に同 じv。 御役銭を取

つたのみでは物足 らぬ程儲かる、条件の よい山だつたのであろ う。

19)20)武 田久雄 前掲11頁12頁

13.明 治 新 制 度 へ の 移 行

両藩にお ける制度 の違いが 維新後の部分林政策に於 て 異つた手心 を必要 とした こ

とは言 うまで もない。



維新後官有に帰 した森林原野 を管理経営 に適す る如 く整理する為 、明治6年9月 の

大蔵省達で官林 を存置官林 と払下官林 とに区別し、所謂存廃区分の調査 を命 じたので

あつた。(明 治8年4月 に至つて存置見込の官林 を1等 官林 、払下見込の官林 を3等 官

林 と称 した)そ れに某い て青森県下に於 ても翌7年5月 か ら8年 にかけ内務省地理寮

官員 と地 方庁員 に よつて、山林調査が始められた。7年1月 か ら林野の事務は大蔵省

か ら内務省 に移つ ていたのである。

更に明治8年 の地租改正事務 局の設置 に より、9年 には改租の為の山林原野等官民

有区分調査が 青森県で も始められ10年 に終つている。未定 山だけは19年 頃まで続

行 された。併 し勿論国有林野の調査が主眼ではなかつたから、別に9年10月 内務省

決議の官林調査仮条例に よる調査が 、9年10年 と進め られたので あつ た。

(1)官 私未定山 と取分林 ・試植林

文献8)に 我 々は南部藩に発 した「官私未定山」の経緯を見 る。その中に先ず取分林

と並んで 「試植林」とい う名称が、明治7年 の山林調査の際始めて附け られた という

ことを知 る。 これは 南部藩の領域につい て記 した ものだが、その 試植林 の名の由来

には特別の ものは無い。 取分木 と同性質の もので、伐採の節は 相当の部 合を申立 さ

せ、夫々納金 させ伐採 させて来た とい うのである。取分木に出願 の見込で試植 したの

だが公認を受けなかつ た為証文が下附 されていない だけである。

ところで7年5月 中旬からの山林調査に於て総反別30万 余町の内存置官林に属す

る分27万 余町は決定 したが、残る3万 余町歩の所属未定の山が あつた。 これは当時旧

来 の慣行 と事情 など十分探究の暇な く、御山守などの字句を考慮 し、「見守 山」な どい

う名称を附けた りして官私有未定の山地 としたとい う。

もつ とも 見守山に ついては はつ きり しないが 、次の様 な 説明が 大体当る様 であ

る。21)旧藩時室 山室地自生の諸木 を人民の願 により監守 させたもので、見守山と唱 え

て官簿 に記載 し官山 と同一の ものであつた。 然 るに 天然実生の諸木は見守人の保護

に より火災や盗伐 の難 も避 け、又見守山は自費で松杉等を植 足し培養する様 になつた

ので殆 ど私有の形 を成して来た。伐採 も願出て或は無断で見守人がやる様 になり、見

守の名 目で随意に売買 さえす るに至つた。 その様 な積年 の慣習か ら見守人の私有の

如 く認め られて他か らの異議 も出ぬ ま ＼に経過 して来た。 これが即 ち官私未定山で、

それに取分林、試植林等の内で旧簿 旧記 により解釈出来 ないあいまいな もの がすべて



含 まれ ていた。

未定山の官民有区別調査は、県内一般 山林原野改租調査の後明治14年 か ら、大蔵卿

の指揮 を受けた地方庁によつ て着手 された。純粋の官林(一 等二等)、及び取分木試植

林 と名称のついた もの(即 ち部分木 に確認 された もの)は11年7月 か ら内務省直轄下

に出張所で取扱 つていたのである。尚地方庁は調 査官派遣 に先立 ち、同年2月 関係3郡

(上 北、下北 、三戸)役 所及戸長役場 に令達 して 次の様な図簿書類 を調査官に提出 させ

ること＼した。
、

① 官私有未定山林 個所限反別取調書上帳

② 同 上 図 面

③ 民有の証拠 ある ものは其の書証、書証無 きもの でも所有の事実 あるものは其の

保証書等

これらの図簿書類は地方庁で適宜数村づΣ取まとめて編冊とし「未定山林帳」と題して保存された

のであるが、その後三戸郡の分と上北下北両郡分の一部は失われてしまった。

以上の調査の結果官私未定山について青森県 のとつた態度は、これ らの土地 が 「別

段の確証は所持 せぬが 積年 の久 しき他の妨害 を受 けることなく自由進退 して来た も

ので、比隣保証 もあ り、持主に於 て断然私有地木 と心得て来た」として、3郡107ケ 村

に於て民有 なることを主張 し、下戻 を願つた(明 治16牟2月)。 その 面積35,330町

9畝1歩 、13,292筆 である。時の山林局長 武井守正氏はその然 らざる所以 を力説 し、

唯従来の慣習を急に改める ことも出来澱か らとして農 商務卿西郷従道 名を以て次の

様 な指令を出 した。「伺之趣地盤ハ 渾 テ官有 ト定 メ取分証書下附 ノ分井 二試植林其他

従来 自由伐採使用セシ 成跡有之立木現存 ノ箇所ハ 一切部分林 二編入シ 其官民 ノ歩合

ノ・既 二定 ヲタル外ハ 更二 相当 ノ歩合 ヲ取調可伺出且無立木 ノ個所ハ 従前 ノ通ツ 立入

差許相当 ノ秣料徴収可致義 ト可御心得事 以下略」

明治18年2月 に至つ て青森県令は又農商務卿に宛て ＼伺 を出 している 。その要点

を記す。 未定山 といつても実地に調べ ると多種類の ものか ら成つている。 大別する

と3っ になる。 ① 藩庁 の認可 を得て植栽 し、許 しを得て 伐採する とき歩合金を収

めた もの(所 謂部分林)。 ② 人民便宜に その土地を検定 し樹苗を植 えて 租林相を成

した時、栗役銭 と唱 え若干の銀 を旧藩の代官所に納 め山守人の名称を受けた もの。

③ 天然生雑木のある林地 に其居を トし随意にその樹木 を伐採 し、その占有 の利を専



らに した者 、の3者 であるが、その売買譲 与には地木を併せて村吏の公証 を受け異論

も出なかつた。 藩 も結局得だか らそれで構わなかつたのである。 それで もとに角土

地は官地である こと当然で、又その樹木を部分木法に よつ て処分されることも至当で

ある。併 し現況を見ると、人民は貧 しく、部合金を納めて後これを伐採 し、又其検印を

受 けて後初 めて之を利用す るなどvう 事は出来 なv。 それに林は 小 さくバ ラバ ラに

散在 して一 々官の検 印を受けるだけで も容易でない。 それで 人民は結局濫伐 して顧

みぬこ とになるのは 見えすいている。 古来の因習や らい ろいろ考 えてみる と結局、

一旦該森林 を官地に編入 してか ら人民に払下げて相当の地租 を徴す る とい う方法が

よい。小 さい森林が部分木 としてあつたのではその監視保護は到底出来 ず、盗伐は跡

を絶た ないことで あろ う。此際払下を決行 して欲 しい。 とvaう 意味の ものであつた。

併 し これ も 亦 「伺之趣難 聞届候条前指令 ノ通 リ可取計事」 として 却下 され て し

まつた。

それに も拘 らず青森県はまだ引下 らな∀・。18年12月3度 目の稟議iを農商務省へ出

す と共に内務省に も運動 したが それ も通 らなかつた。 併し 翌19年 には実に4度 未

定 山処分の義 についての伺を出 したのである。即 ち、盛岡藩は土地 の如何 を問わず植

林 を奨励 し、人民 も呼応 して勉 めたので林相を成すに到つた。人民は 自然祖先伝来 の

地 と心得 、必要 に応 じ自由に桟採 し、愛林 の思想 も乏 しくないから植継 もよくやる。

等 々払下を嘆願 した 甲斐あつて、遂 に19年6月15日 附で 「伺之趣特別 ノ詮議 ヲ以 テ

聞届官二於 テ差支ナシ ト認 ムル箇所ハ 相当代価 ヲ以 テ 可払下候条青森大林区署へ協

議 ノ上処分方取調可伺出事但払下 ベキ分 ヲ除 キ存置 ノ箇所ハ 青森大林区署へ引継可

申事 」となつたのである。県治上重大な問題であつた とはいえ、青森県当局のねば め

強 さも相当な もので あつた。

こゝに於て県庁 は19年7月 か ら払下願書の雛形を示 して この不要存置分の地木払

下方を達 した処 、両後続 々出願があつた。併し一時 に全部取ま とめることは六 ケしか

つたので逐次調査 を しては大林区署 へ協議 し経伺の上で、明治21年 か ら24年 迄数 回

に処分 され ていつたのである。 第1回 は 明治21年 で、上北 外2郡 野辺地村外97ケ

村に於て1,116ケ 所 、18,362町7反9畝 であつた。立木は2官8民 の分収 として地木

共低価(ど の程度かは不明)に 払下げ られた とい うが、いろんな事故や代金調達 因難等

で払下の進まぬ もの も若干あつた。



か くして23年2月 の山林局長照会 に対する回答 によると、処分未済の山林は20

ケ所 となつている 。然 るに県か ら大林区署ヘー般官有 山林原野を引継いだ明治30年

12月 に於て、未定山林処分未済 として引継の個所反別は、17ケ 村23大 字263ケ 所に

反別2,512町8反1畝8歩 を算 している。 では23年 の20ケ 所は 誤 りであつ たのだ

ろ うか。そ うい う事が実 にはつ きりしない のである。図簿、書類等で調べてみる と16

年の 「未定山官私区分伺中民有取堀見込 ノ箇所反別」に入 ら漁 もの も少 くない様で あ

つた。即 ち、この引継箇所中には民有取据見込地の払下処分未済個所 だけでな く、該

伺 に よつて官有に決定 した ものや、其以前既 に官有 と決定 してお り乍 ら未定山と重複

発 見された もの等 、各種混入 しでいて、この種調査の適確 を期する とい う事の如何 に

六 ケ しい ものであつたかが察せ られるのである。

即 ち16年 伺出の折の箇所面積に入つておれば 問題無 い訳で あるが、それに入つて

いない ものが 、入つ ていたかの如 く陳情 して来た り、又30年 の青森県 よりの引継個所

に無いもの さえ も後 日になつて 処分未 了の未定 山だつた として 引戻や払下を出願 し

て来 るので ある。

明治30年 の引継未定山を見ると箇所 の多 いのは下北(163ケ 所)だ が面積 は上北

(1,917町)で ある。それ らの引継時の地 目は試植林、取分林 、見守山林 となつている

が、引継後の調査 による 各山林の履歴(権 利関係 や取扱経過)の 複雑且多様 なること

は驚 くばか りである。羽)

既 に払下げた ものは2官8民 の試植林(部 分木仕付条例に依 ら膿部分林)と して処理

した結果、それ と 同性質の30年 引継山林は当然2官8民 の試植林 として、全部 を 明

治35年 部分林台帳に登録 して しまつたのである。だか ら この場合記載の試植林 とv

うの も特殊な原因による ものであり、一般の試植林 とも亦異つたものである。

さて 以 上は主 として未定山について述べた ものであつた。即ち 特殊な ものが先 に

なつた訳である。明治7年 以来の調査で一般取分林 及 試植林 として官地上に於ける

自費植栽 と分収権を確認 されたものは どうなつたで あろ うか。明治7年 の調査 には全

官林 の中に含 まれたのであ り、その際官林取分林試植林取調帳 が作 られた。明治9年

の官林調査仮条例 第22条 に 「従前人民二於 テ苗木 ヲ植付 ケ又ハ 其他 ノ縁故 二因 リ官

民 ノ割合 ヲ定 メタル山林ハ 先 ツ此迄通据置官民 ノ割合 並 二 伐採 ノ年度等取調之 ヲ官

林帳 二登録スヘシ 若 シ 多少 ノ弊害有之方法更正 ヲ要スヘキ者ハ 実際適宜 ノ見込相立



地方官へ協議 ヲ遂グ其事情方法 ヲ上申スヘシ」とあ り、弊害のあるものについては適

宜の処分をなしたが、大体 に於て旧藩の制度はそのま ＼改租処分に よつて認 められた

訳である。部合は勿論2官8民 であつた。

明治11年3月 部分木仕付条例が部分林 に関す る最初の規定 として出現 した ことは

よく知 られている。 この条例に よつて一般の取分林は その証文 もあるか ら部分木証

券 を下付され た。 試植林 も多少手間 どつた らしいが 部分木の 取扱 を されることに

なつた。

明治23年11月 勅令 第275号 官有財産管理規則 はその 第7条 第1項 に よつて、樹

木培養に供する土地は80年 以内 となすべ き旨規定 された。従つて部分林 の許可期限

も亦その範囲を越 え得ぬ ことになつたのであつ て、従来無期限であつた旧取分林及試

植林の部分林 も80年 以内に於 て相当の期限 を附せ しめるこ とになつた。 即 ち 明治

27年5月 大林区署長は各小林区署に達 して それを要求 し 同時に請書 を提出せ しめて

いる。 今煩を 厭わず その請書 に よつて 当時の部分林契約の 内容 を うか 冥う事に し

よ う。23)

御 請 書

何国何郡何市町村何大字何官林何字何番

一、 反 別 何 程

此鰍 輔 治縫 胡 何ケ輔

前記 ～官林地何官何民 ノ部分木仕付 ノ義御許可相成候 二就 テハ 左 ノ各項 及 官

林一切 ノ御成規堅 ク相守 リ可申候 万一 違背 ノ節ル 地盤御引上 ノ上立木官没相

成候 トモ決 シテ苦情不 申上候依 テ保証人連署請書差上候也

瓦 植付樹木伐採 ノ節ハ 其時 々出願御許可 ヲ受 ケ 相当部合金 ヲ上縞 スヘ シ万一御

許可ナクシテ伐採 シタル時ハ 相当 ノ御処分 ヲ受 クルハ 勿論之 レニ 対スル弁償

金ノ・御命令 ノ期限内屹度上納可仕候

2,期 明 ノ節ハ 勿論年期中 ト錐共官用地 トナ リ又ハ 皆伐 ヲナシ 再植 ノ必要無之場

合ハ 御達次第返地可佳候

3,地 盤ハ 御許可 ヲ得 スシテ決 シテ変形仕間敷 万一 違背 ノ節ハ 相当 ノ御処分 ヲ

受 クルハ 勿論 森林 二異状 アノンヲ見聞シタル トキハ 直 チニ 当該官二申報 シ併 セ



テ其指揮 ヲ相受ケ可申候

4,林 地 内二小屋掛 又ハ 炭竈等設置 ノ必要有之節ハ 出願御許可 ヲ受ケ相当料金 ヲ

上納可仕候

5,新 タニ 樹木栽植 ノ節ハ 木種木数 ヲ相定 メ出願御許可 ヲ 相受ケ可 申ハ勿論総 テ

植付 ノ御成規 ヲ遵守可仕候

年 月 日(注 意 勇 葦f'1愚 昌eス 男、◎

住 所

借 地 人 姓 名 印

住 所

保 証 人 姓 名 印

青 森 大 林 区 署 長

林 務 官 有 田 正 盛 殿

明治32年3月 国有林野法が制定せ られるや、其の 第19条 第2項 に 「法令 、慣行 又

ノ・其他 ノ理 由二依 リ国有林 二就 キ収益 ノ分収 ヲ為 スモ ノハ前項 ノ部分林 ト見徹 ス」と

規定され 、改租処分以来認め られた旧来の部分林権の存続は保証 された。又 旧藩部分

林 中改租の際誤つて官林帳 へ登録洩れとなり、其権 利を失 うに到つた ものは、下戻法

に より所有権同様其の分収権 の下戻の申請を許 し救済の手段 とした。

この当時 も猶 因習の 久 しき取分林 や試植林 の名が 払拭 しきれ なかつた事実 を示す

ものに、明治32年 調製 された「部合林 台帳」とい う妙な名前の ものが ある。それまで

試植林台帳 といわれたもの ＼中には試植林、取分林、部分林 の3種 があつたのを合綴

して命 名した ものであ り、その原本は明治13年11月 青森県か ら山林局の出張所 が引

継 いだ試植林帳より 転載 された ものであつた。 乙の部合林台帳は明治40年 焼失 した

とい う。%)

21)青 森営林局資料 部分林事務手引(高 木護明氏手控)の 中より

22)21)の 中の、未定山ノ起因及処分 ノ顛末調書 大正8年

23)24)前 掲 部分林事務手引より

(2)試 植林 と仕立見継山

次は仕立見継山がど う変つてい つたかを述べねば ならぬ。然 るにこゝ にも 「試植

林」 とvう 語 が現われる。松波氏の明治林業史要(274頁)に は試植林 について 「旧



津軽藩 に於て植樹奨励の結果 人民が官林荒蕪地等 に白費植栽 を為せる もの左 り」とし

て、維新後2官8民 又は3官7民 の部分林扱を した と記 している。併し南部藩にあつ

た とは書いていない。 南部藩で も取分林類似のいわば 無願植栽木 を試植林 とい う名

で扱つた事は既 に記 した様 に事実なのだが 、試植林 とい う名はむ しろ津軽藩の ものを

指す事参多いのではあるまいか。それで津軽藩の試植林は次の様 に解 され る。25)

試植林 とは旧藩時 の仕立見継山 と同性質の ものであるが 、仕立見継山証文 を受ける

前 に廃藩置県になつて しまつた もの。

従つて試植林 は仕立見継山 と一諸 に追及 していかねばならない。(仕 立見継山は明

治以降単 に見継 山と言われ ることが多いので、簡単の点で も以下 それに従 う)

見継山、試植林 も亦取分林 、未定山 と同様 に維新後の林政特 に国有林行政 に大 きな

困難 を投げかけた。否未定山以 上であつた事はその解決に、より長期 を要 し、実際に

は今 もつて未解決 の問題 を残 している事に知 られる。

従つて見継 山、試植林 に関す る調査 も厘 々行われた。一般 的な調査である 明治7,8

年の官林存廃区別調査や、9,10年 の改租調査は勿論、(官林調査仮条例に依 る調査に

は見継山、試植林調査の形跡 は無い)そ の後見継1"だ けの調査 もあつた。それを少 し

く探つてみ よう。

明治12年 調査は、見継 山貸渡処分の為 、青森県が主 として書類 上により 調査 した も

の、13年 末青森山林事務所 に引継がれ16年 に渉つている。

明治17年 調査、見継山試植林の区域が 判明せぬ為附近 の官林を侵蝕伐採 されるの

を防止する為 、青森山林事務所が農商務卿の命に よう実施 した もの。 調査事項 は ①

境界の確定 ② 樹木 の官民有区別 ③ 区域内 反別、木種、木数、目通廻の概 算で実

地調査 には本人の外戸長 及 監守人をも立会わせた。 見継 山の境界は見継山元帳を根

拠 とし、本 人所持の証文 、沢.名元帳 、山沢図などを 参照 した様で あるが、試植林 は証

拠書類 の無いのが普通であるか ら、実地 の林相 と植立及手入保護の実績に より区域を

認定 していつた。

従つ て この調査は境界確定力を持つていた。 そして区域内の樹木は植栽 と天然生

とに論な く手入保護の実績 あるものは見継木(民 木)、部分木 とされたのである。初 は

天然生木 は官木 とする趣旨であつたが、結局区域内全部 見継木 、部分木 とい うことに

なつた。そ して 実地 に適合 しない貸付若 くは 伐木許可は一切錯誤 と見徹 して更新を



要す ることになり、この調査野帳 が将来に向つて効力 を有するとされた。但 しこの調

査 でも一部 には書類審査のみ(帳 簿 と人民の申立 との符合する ものについて)に 止め

た ものもあつた模様である。

㌧明治22年 調査
、これは 町村制施行に伴 う新旧字反別の対比の為の もので、単 なる

書類調査であb、 区域決定の参照力等には乏 しいものであつた。

以 上の各種調査の内では9,10年 の改租調査の認定が参照 され てきたが、明治17年

の調査が最 も効力 を有す るもの と認 め られる。 併し 各種調査の喰い違い も亦辱 々問

題 となり得たので ある。 しか も17年 調査後歳月 と共 に見継山及び試植林は又漸次其

の区域 を拡張 して附近官林に入込んで来たし、小林区署が そのま ＼それを認 めた も、

大林区署 もそのま ＼貸附処分 をし、施業案 も作つて しまつた とい う如 き状 況になつた

のである。

明治41年 既設部分林整理調査があつた。大林区署が 林野台帳整理に当b、 台帳登

録洩れの見継 山 及 試植林 の認否及び登録中の もので も区域不明確の もの ＼確定な ど

の問題 が又起 り、それについて種 々研究 され た。 その結果処理方法 としては次の様な

方法が決定 されたので あつた。(明 治43年)

① 改租調査で も17年 調査で も何れか一方に て見継 山又は試植林 と認め られたも

のは、反証無 き限 う之を台帳 に登録する。

② 見継 山に して見継 山元帳にのみ記載あ りて改租 及17年 の調査に認め られ澱 も

の、及び両調査に認 められ試 試植林 は、反証無 き限b台 帳 に登録せ澱。(こ れは32年 の

下戻法の救済 も受けなかつた事になるか ら)

③ 見継山、試植林で17年 調査野帳及同図に記載あるものは、既に区域 の定まつた

もの以外 は該図簿 で決定。

④ 該図簿 に記載無い ものは実地の状況に より区域決定。(こ れは数多 くない)

⑤ 見継山・試植林 り区域外 と認 めたものは、無願植樹地 なるときはその取扱方法

に よる。無願植栽地でない 時は区域外なる ことを通告 し請 書を出 させ 、若 し肯 じない

時 は通告 した のみ で終 了 とす る。

以上は見継山、試植林 につ いて明治年間に行われた調査 を中心に見て きた もので あ

つた。潮つ てその処理状 況を見 よう。実は 明治7,8年 の山林調査か ら約10年 間は混

とん として よく分 らない。その辺の事情の一端は文献21)の 中の官庁往復録 なる一篇



から窺 うことが出来 るが、こゝには略 そ う。 この混乱に輪 をかけた ものに管理系統機

関の変遷引継な ど再 々あつた ことがあげ られ よう。

先ず明治9年 青森県は地租改正事務局に伺つて得た回答により、津軽5郡 の仕立見

継 山について10年 以内の年期を附 して満期後払下若 くは返地させる目的 で借地許可

したのであつ た。

(註)地 租改正事務局回答

書面第三条山林之義従前純然タル官地へ自費ヲ以テ苗木植付培養等ノ成蹟アルモノハ立木ハ無代下渡

地所ハ官有地 二可相定 尤一時伐木可致分ハ 期限ヲ定メ貸渡拝借料上納ノ積人民払下相願民有地 トナ

シ差支無之場所ハ該地相当代価ヲ以テ払下ノ積取調内務省へ可伺出空原不毛地等旧公地へ人民苗木植

付培養等成跡有之分ハ申出之通民有地二定メ候義 卜可相心得事

九 年 七 月 三 日 地 租 改 正 事 務 局

18年 の山林局長の処理方針は それを確認 し、将来 官有地 として 確保 し7av土 地は

回収 し、河岸、飛地の如 きは払下げる方針を とつた。又現在立木のある見継山及試植

林は人民の部分林編入願 あればそれを聞届 ける ことであつた。(見 継 山は旧藩元帳 、

試植林は 人民 より県令へ出 した絵図面添 え書面と、該県調査の表簿 に より査合、合わ

ねば実地検査で大体不都合 な し。)こ の方針に基 き山林事務所か ら県宛に出 した照会

文 をこゝ に記載 することは意味がある と思 う。%)

照 会

陸奥国津軽五郡 見継山 井 試植林左記之通処分可致結了候条該郡一般へ御達相成度

此段及御照会候

十 八 年 八 月 日 青 森 山 林 事 務 所

青 森 県 宛

1.見 継 山試植林 ノ国有林介在又ハ 接続地 二非スシテ差支無之ト認 ムノンケ所ノ・仕立人

ノ出願ニヨ リ相当代価 ヲ以 テ可払下 二付甲号 書式 ニヨリ出願 ス可 シ

1.見 継山 ノ内立木現存 ノ地所 ニシテ伐採地所返還難致分ル 五 ケ年以内相当 ノ料金 ヲ

付 シ更 二借地許 可可致 二付乙号書式 ニヨリ出願ス可シ

1.見 継 山ノ内現在 ノ立木 ヲ挙 テ部分木 二編入 セン事 ヲ請願スル モノノ・差支無之 ケ所

二限 リ許 可ス可 キニ付丙号書式 ニヨリ出願 ス可 シ

1.前 三項 ニヨル ヲ欲セサル モノハ丁号書式 ニヨリ地所 直二返還 ス可シ

試植林 ・・戌号書式 ニヨリ官民 ノ部合 ヲ出願 ス可 シ

以E各 自ノ願望 ニ ヨリ来ル19年1月31日 限 ワ可致出願右期限 ヲ過 キ出願不致



モノノ・本年2月28日 限 リ地所返還 ス可 シ

南部藩領の未定山の処理方針が定つた 明治19年 頃、弘前藩津軽5郡 の見継山試植

林 について も17年 の調査 を終 えて 払下其他処分の方向が定つた訳である。 即 ち18

年12月 の告 甲 第225号 により、19年 払下出願が続 々集つた。 官林 に介在又は接続

せぬ ものは悉皆払下出願 した とい う。その時採つ た手続を見 る。

① 川原や癖地で 将来官で植樹の見込無い箇所は 面積 の多少を問わず払下。地味

の よい処 は実測5町 歩以下で官が国用に使 う見込の無い と思われる場合。 ②17年

の調査員 の未調査にかゝ る、松 山、田山、立山の類 で仕立の明文の無い処で も旧藩元帳

や旧い調査書類 で適当と認 めた ら許可。

その他一・一一一一々 挙げない が こYに 興味あるのは次 の一項である。即ち「両林共部分林 二

編入之義出願 ノモ ノノ・其部合 ヲ鑑査 シ相当 ト認 ムルモノノ・許可 ノ積 、若 シ不相当 ト認

ムノン時ノ・実地 二就 キ出材 ノ便否及木種 ノ良否等検査 シ、願人二就 キ其 旨差示 シ部合取

究 メ候 上許可 ノ積」であるとして、部合鑑査法 を略々次の如 きものと示 している。

壱 等 一 四公六民 一 是ノ・運輸 ノ便及木質 ノ善良ナノレ檜、杉 ノ両種ノ・都 テ此

部 合二入ノレモ ノ トス

弐 等 一 三公七民 一 是ノ・一等 ヨリ少 シク劣 レル ヲ以 テ定 ムル モノ トス

参 等 一 二公八民 一 一是 ノ・前一 、二等 二対 シ 梢 ミ劣 レルモノニシテ運輸不

便且他二売与スノレモ遠隔 ノ地 ニシテ価格不相償 力如キモノヲ以 テ定 ムノレモ

ノ ト ス

これか ら当時の分収部合に対す る考 え方が察せ られる。

尚試植林地払下出願者 に限 り官に属すべ き部分の立木代金は 此際全部上納 させる

筈であるか らとて、その部合 を取調べて7月 末 日迄 申出 よと言つている。

その後 もなかなか整理はつかず、明治42年 頃の調査検討 となり 、43年 の処理方針

が打出 され たので あつて、結局明治年 間には処理がつかず大正以降に持越された とい

うことである◎ そ して 後述する 官地民木林 として 根強 く管理上の困難性 を遺すの

である。

本項の最後に言及 しておかねば ならぬ ものがある。 改租処分調査の際 旧来の慣行

に より分収権 と認 められた ものは、青森営林局管内3県 において は 宮城県の売分山、

岩手県は総 て取分林 とされ簡単であつた。然 るに独 り青森県分は至極複雑 であつた。



即ち南部藩分に取分林試植林あ り、津軽藩分に仕立見継山、試植林のあつたこと前述

したが 、実はまだ津軽領内に指摘すべ きものがあつたのである。

それは津軽支藩の黒石地方の一歩税木上納山(一 分税山)と い う制度の あつた山林

で、当時一官九民 とい う民収率 の最大な分収権が認 められた ものである。 これは局部

的な ものなので旧藩時代 の叙述の時は混乱を避ける為言及 しなかつたが、これ も部分

林であつた。荒廃不毛の無税地 ・村民願出て ＼聞届けられ たら苗木 を植付け、税はか

＼ら顧。伐木の節一 分 の税木時価を以 て取立 てる仕来 りで あつた。 即ち 立木は相当

代価 を以 て 払下げ、内1分 官納、9分 は 仕立人へ 下付 されると い うのである。 この

一歩税 木上納 山は その地盤 は 比隣地価を以て 当人に払下げると い う ことで 処分 さ

れた。27)

改租当時以上の分収権 を認 められた各種山林は、調査結果に より作成 された山林原

野番繰野帳 に該林種 目を記載 し、仕立 人氏名 も明記 して、実地対照査閲の後野帳末尾

に検査済の証を附された ものであつた。

25)丈 献4)の 中 脊森県下見継山試植林処理方針 明治43年

26)文 献21)の 中 自明治十七年至同十へ年試植林取扱関係

27)文 献21)の 中 林野法第19条 第2項 の解釈

(3)漆 仕 立 山 の 其 後

廃藩置県後は収納法を改め、仕付人に勝手に売買をさせて売却の都度代価の2分 を

収 めさせることにした。官民何れに属するや決定 も後れたので、その間に乱伐 や乱掻

も行われ、追 々有名無実になつて行つた。

明治8年 の改租調査の時は漆什立山の 内、畑 に開墾植立の分は本畑に組込み、適当

の時価 を附 して 仕付人の持地 としたが 山野等は畑開墾 とは同視 し難 い。漆木 につい

ては永久安堵の為下与える旨の証文 も所持 した が、地盤については割渡帳簿(既 に旧

藩 より県庁が引継いだ)に 記載あるだけで、本人所持の証文は無い。・一種の官地私木

の姿である。

明治14年 に於てその反別は490町5621で187ケ 所、外 に屏風山防風林の中に含 ま

れ当時無料借地願出中の もの44町1623で61ケ 所 あつた。

これ らの中味はい ろい ろで、官許を得ず に杉を植 えてしまつた り、松や雑木が一杯

生立 していた り、桐や楮が植 えてあるか と思 乏ば、小柴や雑草 が繁茂 して漆が影 をひ



そめているとい う状態 であつた。官民未定 なる為の差支 えも目立つて きたので、明治

14年2月2日 事情 を具 して 内務卿 宛 に伺 を出 した処 、15年4月20日 附を以て 寄せ

られた指令は次の様 なものであつた。

「伺之趣漆桐楮ハ 民有 トナシ地所丼他 ノ立木ハ 都 テ官有 二相定可申候事」

漆仕立山については 此の方針 によつて 比較的早 く大部分の ものが処理 されて行 つ

た もの と思われ る。

28)前 掲 漆仕立山官私区分ノー班

(4)無 願 植 樹

青森県は南 の宮崎県(特 にその南部)と並んで29)明治以後に所謂無願植樹の多かつた

地方である。 その理由は国有林 が民有林に比 して圧倒的に多い とい う事(現 在青森県

の国有林は全林面積の70%で あるが、明治25年 には97%を 占めていたと云われる)

など一二考 えられるが、旧藩時代主 として部分林制に基づ く植樹奨励に極 めて積極的

であつた事を見逃 し得ない。その結果廃藩置県後に至つて も習い性 となつた植樹熱が

依然 として減退 しなかつたのだ と言われ るが、それに関連して根本的には土地制度の

在 り方、林野 の近代的所有 と、その上にゐける村民の用益 や占有 に対 する考え方 とい

うものに根ざ してい ると思 う。併 しこゝにはその問題 に深入 うする余裕 は無 い。

とに角明治から更に大正 にまでかけて国有林野中到る処に無願植樹が行 われたが.

就中旧南部藩領の下北半 島佐井営林署部内を主 とし、青森、深浦、川内、横浜、野辺地署

部内に多かつた。 無願植樹木については地元民は 何れ も適地 を選び熱心に保護撫育

をするので成績良好であるばか りでな く、部落民生活の支 え或は重要 な資産 を成 して

いたか ら、これが整理特 にそれ を収去 させ るなどの事は頗る困難 な事で あつた。こゝ

にその整理の沿革を簡単 に記述 してみる。

旧藩時代 の制度 と慣行によ り地元民が仕立てた植栽木は、その由来、名称一様ではな

かつたが、改租処分に於て大体分収権 を認め られたこ と、その残 りの ものも逐次払下

や部分林編入等で整理 されて行 つた事 は既 に知つた。 即 ち 旧来の部分林権 ともい う

べ きものの存続は一応改租処分で認め られたのであるが、改租 の際誤つて官林帳へ登

録洩れ とな り、却つてその権利を失つ てしまつた と認め られるものは、下戻法 に より

所有権同様 に分収権 を救済する道 を開いた訳である。 従 つて 改租前の植栽木は従来

官木 として処理するのが建前で あつた。



後年になつて改租前 な りや否やを判定する必要が起 つた時は、30)8年生苗木を使用

し、又伐採点1尺 内外に於て3年 を経 ているとい うことに して処理 した。31)

改租以来 、試植林の伐採跡地 に、無断で杉、松、桐等 を植付け、不案内であつた との理

由で編入方 を願 うものが続 々ある事、試植林接続の官林地若 くは最寄便宜の地に勝 手

に杉松等を植挿 し今 日部分林編入を願 出ている事な どに対 し大林 区署長は、試植林遺

漏木編入願の方には民願書 と小林区署 の実地調査意見書 を求 め、部分林編入について

は不許可の方針を明示 している。明治27年 のことで ある。

併し無願植樹はなかなか絶 えず、管理上の不便頻 る大昏あつ たので、明治43年5月

大林区署 は青森県下に属する無願植樹 の整理に関する認可 を得て、大 々的整理の方向

と して部分林設定に着手したのである。 もつとも資料鋤 によると、青森県の無願植栽

木は宮崎県の無願挿植木 と共 に、従来の慣行に基いて、林野法施行前特別の処分に よ

つて分収権 を認め られた(そ の結果 林野法 第19条 第2項 の法令慣行等による部分林

と見轍 されることが出来た)と ある。併 し乍 らその特別の処分が どんな もので あつ た

かは今の処明かでない し、その他 の資料 に よつ ても、主 として明治43年 以後の整理で

新たに部分林に設定 された と見 られるのである(宮 崎県で も43年 以後である)。

無願植樹整理の為 部分林設定出願方公示の 結果 明治44年7月 の 出願期限迄 に

3,733件 の出願があつた。 その 全部の実査は容易 ならぬ 仕事 であつた らしい。その

分収部合は所在地の如何 により地代造林費等 に多少の差異 あるに過 ぎない もの とし

て3官7民 、及び3.5官6.5民 の程 度にて決定 され7z。 旧来の部分林 に普遍的な2官

8民 とい う部合 よりも辛 くされ た ことは事実である。 この度の整理 は 大正4年 に終

了 している が、部分林設定許可2,976ケ 所 、366町 余で それが 如何に零細 な ものであ

つたかY'分 るであろ う。勿論改租以後の分で、43年6月 迄の植栽 にかゝ る ものにつ

いてY'あ る。 そして これは国の特恵によつたもので、林野法の第19条 第22項 の適 用

に よる ものではない との理前を示 している。

無願植樹がその跡 を絶つたので もない し、整理 もこれで終つたのでは ない。大正初

年か ら多数 の部分林編入願 など出た(文 献30)参 照)こ との対策 として も、大林区署 は

各小林区=署に対 し大正11年7月 次の様な趣旨の通牒 を出 している。鋤

① 改租前の植栽木は従来通 う官木 として処理。

②43年 無願植栽木整理当時出願 の有無に拘 らず、その立木が改租以降43年6月 迄



の植栽にかゝ る分は、従来 の漫用弁償金 を徴 し速か に収去 させる。若 し立木の現

況に より収去せ しめに くい事情 ある時は一伐期限 り貸付。

③ 部分林内の無願植栽木で 改租以降の もの(補 植 と見徹 し得る もの)は 部分林に

編 入。

④ 無願植栽木に関する一切の権利を放棄 した確証あるものは棄権木 と して処理。

⑤ 前各項 に より難 い ものは経伺の上処理 方針決定。

⑥43年7月 以降の植栽木で部分林区域外の ものは従来通 り。

無願植樹熱は明治末年 から大正初年 にかけての告示 及び 整理で漸次冷却 したかに

見える。又逐次伐期到来 と共に漸減 したが、民有林 を持たぬ地元民 の生存上にも切実

の問題 と して、之に代 る処置は当然望 まれる処で あつた。その一つの措置 として部分

林 設定区なるもの ＼設定 は、明治40年 本省か らも指示 されてvた らしく、大正9年7

月の山林局長依命通牒で 「明治43年 以後 も無願植樹の弊 を矯正 し得なv`の は 部分林

設定区設置の遅延の結果 ではなvか 」と、注意 されている 。佐井営林署に9ケ 所1,770

町歩の設定区が先ず設置 されるに至つた。

29)宮 崎 県福島地方の無願挿植(所 謂漫植)に ついては、拙稿:部 分林制度の史的研究(1)

飫肥高鍋両藩制度の比較 九大演習林報告 第18号)

30)例 えば大IE5年7月1日 付 を以て下北郡佐井村大字佐井宮本よん外40人 、委託代理人 として一戸

友徳 より時の農商務大臣河野広中に部分林編入願を提出した事件など。

31)改 粗当時から明治2,30年 頃迄は青森県一般に長大な苗木 を使用する慣習あ り、4,5～8,9年往

々にして10年 生苗木 を植栽 しkと いわれ るので、確証の無いものについては8年 生 と見{故すを

妥当・とす るということになつたのである0

32)文 献21)の 中 旧藩部分林二対スル地租改正処分及国有林野法 ノ規定

33)文 献21)の 中 無願植樹整理に関する件

(5)官 地 民 木 林

旧藩時代 の部分林及び部分林的諸関係 を述べて、その現代制度への移行(特 に明治

時代につい て 団あつたが)に 及ぶ場合、官地民木林に言及す るが当然であろ う。これ

は旧津軽藩領に見 られ るもので、他 には類 を見ない制度である。官地民木林 に対 して

官地官木林 とい う奇妙 な呼称 さえある。

官地民木林 とい う名称 が決定 され た事情は十分 明かでない。現状 に よつて見ると、

金木営林署 内を最多 として数営林署 に亙 る2千 数百余町の官地民木林(岩 手県宮古署

管内に もある とvう が)と 、津軽半 島の 日本海に面した屏風山3千3百 余町のそれと

は事情 が大分異る様である。金木署管内のは 旧藩時の田山で 水源河養 の保安林にな



つている。

然るに屏風山は 、明治38年 青森県か ら引継いだ屏風山台帳に.見 継 山(仕 立見継 山

な り)、試植林 、漆仕立山、水源 山等諸種の名称 を有 しておる。叉番繰図、地押図等には

此の外御立山の名称 も見 え、現在は全部一括 して官地民木林 になつ ているのである。

だか ら屏風山以外 では既 に部分林 として処理 された もの多 く、或は漆仕立山の如 く私

有 と認 められた もの さえあるので ある。 又 明治13年 青森県 より引継いだ「官林事務

引継演説書」西津軽郡役 所保存の「屏風山境界詳細調」と題する記録等によれば、現今

の屏風山台帳面における見継山 又は 試檀林中に も其性質上官地官木たるべ きもの も

あ り、その他紛 らわしい ものが多 々含まれている。謎)

屏風山は我国海岸砂防史上有名 な所だが、その実態は藩庁の保護を受けて藩民の 自

費栽培に よつて成つた禁伐林であるとい うことになっている。 明治以後の林政上の

見地か ら見る と一応貸付の形態の下に処理 されて きたかに見受け られ るのである。

この官地民木林 はなかなか複雑な内容を持 ち、今に未解決の難問題 を残 している程

であるから、詳細は又別の機会に譲 るべ きであろ う。こゝ には既に述べて来た諸制度

とのっなが りを述べ てあ くに止める。

34)前 掲 畔風山沿革参考資料 第2編

本稿 は旧藩時代そのもの よわも、明治御一新以後の変遷 に多 くの頁を割 く結果にな

つた。 それに も拘 らず 両藩 制度の差異 と その新制度への移行 を比較論的に十分明確

に叙述 し得た とは思 えない。 不備や過誤 は御指摘 を願いたい。 参考文献は随時掲記

したが 、猶青森営林局 に於 て本題に関係を有す るもの としては次の様 な資料 を披見す

る事が出来たので附記する。

青森県管内旧津軽藩林制要領 写本

旧津軽藩林制調査復命書 青森大林区署

林野沿革調査資料 大林区署

青森県旧各藩山林制度誌10冊

旧藩昌於 ケル山林ノ名称及性質 写本

見継山一件書類 明治21年1月 編冊 庶務課管理地籍係

明治13年 漆山取調書類 青森県内務部第二課

明治9-32年 漆 山関係書類 青森県内務部第二課

本稿 を草するに当 り、資料蒐集や調査に便宜を与え られた青森営林局庶務課 、鰺 ケ

沢、金木、佐井等各営林署の方 々に深謝の意を表す る。尚本調査は文部 省科学研究費

に よるものである。(28.6.30稿)



HISTORICAL STUDIES ON THE SYSTEM OF PROFITSHARING 

                  FOREST (No. 3) 

COMPARISON BETWEEN THE SYSTEM IN NAMBU-CLAN AND 

             THAT IN TSUGARU-CLAN

 (Résumé) 

Tsutomu SHIOYA

   Next to Southern Kyushu, Tohoku District (Northeastern part of Japan), 

especially Aomoriprefecture has the largest area of profitsharing forests in 

its national forest. It cannot be denied that this fact come from the 

ownership system and using custom of forest and range in the days of the 

Shogunate. 

   In those days Aomori-pref. was divided to two parts, territory of Nambu

clan and that of Tsugaru-clan. Under the feudal system these adjoining 

clans had been having very different policy in forestry. 

   As the profitsharing forest system, Nambu (abb. N)-clan had " Tori

wakebayashi ", but Tsugaru (abb. T)-clan had no such remarkable one. 

But in the latter too, several ways similar to it had been existing and 

planting activity vigorous. " Shitatemitsugi-yama " and " Urushi (lacquer

tree)shitate-yama " are relatively significant. This time the writer has 

investigated and compared the N-clan with the T-clan in respect to the 13 

points by same procedure used at former articles (See No. 18 & 19 of this 

bulletin). 

   Transition to the new system of Meiji era was described in detail. 
" Kanshimiteizan " in the former N-clan region and " Shishokurin " in the 

former T-clan were narrowly adjusted after almost 40---50 years from the 

beginning of Meiji era. But we can see unsolved problems are now left. 

For instance " Kanchiminboku " (Private stock on public land) in Tsugaru 

district remains unsettled, giving much difficulties to the administration of 

national forest.



     [Supplement] ProfitSharing Forest System Past and Present 

  1. Planting forestry (according to this way we grow trees to cut them 

  when they become usable, and it's not only lumbering.) is usually managed 

  by the land owner himself. Separation of the land owning and management 

  in forestry is very rare. In this point the forestry is rather different from 

  agriculture. But there are some cases of forestry on rented land. And 

  especially profitsharing forestry, one of these cases, is well known in Japan . 

  2. In Tokugawa Shogunate Period (1603-1867) profitsharing forest system 

  prevailed in each clan all over the country with each particular name, and 

  it was one of very good ways of promoting the afforestation. The clan 

  allowed people to plant trees at the suitable places by their application and 

  its profit was shared by the clan and the  planters  ; some times the grow

  ing-up trees were divided and other times the cash was divided. The 

  ordinary sharing rate of the clan and the planters was 50 to 50 or about 

  that. But the rate was decided not by talking of both sides, but by the 

  will of the clan only. Under the feudal system this was one of the important 

  means to strengthen the financial condition of the clan. 

  3. At the beginning of Meiji Era (1868-1912) the old profitsharing forests 

  were converted to the national forests. But for the convenience sake of 

  the natives the modern profitsharing forest system was newly established. 

     And this system was clearly mentioned in National Forest Law of 1899. 

  After that we have had the adjustment of such forests. Now we have 

  100,000 acres of them. The sharing rate of profit is about 40 for the govern

  ment to 60 for the planters, but it is not always so and it depends on the 

  circumstances of the time the cotract was made. Recently the usual rate 

  is 30 to 70. 

     There are some places where the government plants and manages in 

  community forests and the profit is shared at the rate of half and half . 
This has been done after 1920. Area at present 675,000 acres . 

     It is not many times that we see such an occasion when people use 

  the method of profitsharing in their management. But such instances are 

  found everywhere although they are in very small scale. Pulp and paper 

  manufacturing industries have begun to get planting areas by this method 

  for securing their future materials.



   Lately, the Special Temporary Afforestation Law was issued. Accord

ing to it, in case the owner dares to leave the cut area without planting , 
anybody who desires can use that place for plantation. In that case , the 
law admits the latter to have the surface rights and to share profit. 

4. There are some people who have desire of planting , labor and capital 
for it without land, while there are some who own lands without planting . 

   Changing the ownership of lands has the great social problem , I mean 
the big trouble is surely caused by such a changing. 

   The land of Japan has become smaller, and the more precious it is . 
Moreover the lands which need planting have increased owing to the des

tructive cutting which lasted more than twenty years. Rented land forestry 

in which the rent is annually paid, is  difficult to be realized because of its 

special character. 

   Profitsharing forest system is very worthy as the easiest way of 

encouraging people to plant trees.


